
今昔物語ふぁんたじあ
杉
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　読書の醍醐味は何と言って
もいろいろな世界を味わえる
こと。本を開くだけでドキド
キしたり、心が温かくなった
り、涙したり、ヘーッと驚い
たり、あまりの理不尽さに憤
ったり、恐怖したり、あるい
は文章の美しさに導かれて空
想の翼を広げ大好きな世界に

遊んだり。何という贅沢。そこでお薦めしたいのが
杉本苑子の「今昔物語ふぁんたじあ」。平安時代の
終わりに成立した「今昔物語」はインド、中国、日
本の1,000余りものお話から成る説話集。その面白
さを余す所なく、いやさらに面白く軽妙な文章にの
せて私たちに紹介してくれるふぁんたじあ。「鼻」
や「藪の中」など芥川龍之介の「今昔物語」も素晴
らしく引き込まれる作品ですが、杉本苑子のふぁん
たじあもなかなかに素敵です。
　夏は夜、「今は昔」の物語へちょっとお出掛けに
なられませんか。

文　岩
い わ

下
し た

美
み

穂
ほ

子
こ

さん（大尺）

☆七城公民館図書室おはなし会☆

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
残暑も図書館（室）で楽しく過
ごしませんか？

メロン

耳より情報

泗水図書館
　瓶の中　復刻
　三国志　外伝
　アクアマリンの神殿
　読まずにいられぬ名短篇
　カウンセラーは何を見ているか
　野垂れ死にの覚悟
　あっぱれのはらうた
　だるまちゃんとやまんめちゃん
中央公民館
　地底の科学
　くまモン博士、カバさん
　クセになるおそうじ術
　優しい死神の飼い方
　世界でいちばん美しい
　バラの城のゆうれい
　だれもしらないヒーロー
七城公民館図書室
　八月の六日間
　絵本の風がふくとき
　たいくつなトラ
　あのほしなんのほし
旭志公民館図書室
　遺文　吉原裏同心 21
　461個の弁当は、親父と息子の男の約束。
　泣けないサボテン
　あかちゃんのおさんぽ１　
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　七城公民館図書室では、毎月おはなし会を行っていま
す。絵本や紙芝居など、図書室の司書が読み聞かせをし
ます。ぜひお越しください♪
と　き　９月20日㈯　午後２時～
ところ　七城公民館図書室
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